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タンザニアのコミュニティと地方開発
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サハラ以南アフリカにおけるコミュニティ参加型による地
方開発戦略(RDS)の課題と可能性
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構成

目的
コミュニティと地方開発の関係を模索

構成
1. 農村コミュニティの性質

1. アフリカ・モラル・エコノミーに関する研究動向

2. タンザニアの事例

2. コミュニティと地方開発の乖離

1. 地方開発戦略・社会開発・コミュニティ

2. タンザニアにおける地方開発戦略とコミュニティ

3. 地方開発戦略とコミュニティのつながり
「ソーシャル・キャピタル」の概念

「市民社会」への注目

「参加型手法」

研究課題
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生産再生産

フォーマル

インフォーマル

A型

I型

1-1-1. アフリカのモラル・エコノミーの特徴

•補足されない小農
•インフォーマル・セク
ター

•貯蓄・生産活動への投資
より、人間関係・再生産活
動へ投資
•「分けられない人はケチ」
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1-1-2.  生産活動と再生産活動

I型 生産に特化した社会

生産活動再生産活動

再生産活動 生産活動

A型 再生産活動を重視した社会

生存維持
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1-2-1. タンザニアの事例から

インフォーマルな再生産活動の例としての祭

エリートによる祭の認識
生産活動を停滞させる貧困要因(Tanzania 1999)
収穫した食物の過剰消費

労働時間の浪費

子どもが学校へ行けなくなる

法律による規制
成人儀礼参加の低年齢化

Tarime (UNICEF  1995) 
Lindi (Sakamoto 2003)
Kilwa (中村 2005)
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1-2-2. リンディ州
時期

2001年7-8月
調査地
タンザニア リンディ州

手法
グループ討論

5村
各４グループ
老若男女別、10名前後

計20グループ
インタビュー

5村2都市、225名
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1-2-3. リンディにおける成人儀礼

年長者や他者を敬い、良いマナーを身に着
ける伝統的な教育

Unyago
結婚、出産、育児、家族生活について

Jando
割礼

生活、自立のための仕事について

人と人の関係を形成

出典：リンディ州におけるンタビュー（2001)
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96

1-2-4. 人々の成人儀礼への参加
Jandoへの参加Unyagoへの参加

参加,
96

124101

参加
96％

参加
96％

不
参
加

不
参
加

出典：リンディ州におけるンタビュー（2001)から作成
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1-2-5. 人々による成人儀礼の評価

Jandoの評価Unyagoの評価

良い
慣習

悪い
慣習

良い慣
習

悪い慣
習

良い
慣習
６６％

160 155
良い
慣習
７４％

出典：リンディ州におけるンタビュー（2001)から作成
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1-2-6.  エリートとコミュニティの認識のずれ
（リンディの例から）

I型 生産に特化した社会(エリート）

生産活動再生産活動

再生産活動 生産活動

A型 再生産活動を重視した社会（コミュニティ）
生存維持
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1-2-7.  男女、年齢差による認識のずれ
（リンディの例から）

I型 生産に特化した社会(若年男性）

生産活動再生産活動

再生産活動 生産活動

A型 再生産活動を重視した社会（女性・年配男性）

生存維持
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生産
セクター

社会（再生産）
セクター

国家

市場

2-1-1. 地方開発戦略の変遷

出典: Ashley and Maxell 2001から作成

1960s1970s

1980s

1990s
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2-1-2. 社会開発の定義（佐藤 2001）

社会開発 経済開発

再生産活動 生産活動
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2-1-3. 国際社会・国家レベル・コミュニティ

社会開発 経済開発

再生産活動 生産活動

国際社会・国家戦略

コミュニティ・レベル
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2-2-1. コミュニティと地方開発戦略の乖離

MDG
BHN充足

貧困削減
人的資源形成のた
めの社会サービス充
足

リスク・脆弱性減少

良い統治

インフォー
マルな人間
関係に依存
した生存維
持

「再生産活
動」の定義

概念には CBO含む
が、連携はNGOと

住民組織
(CBO)

「市民社
会」の認識

自由化

経済成長

所得向上

幅広の成長

一部地域・
住民による
経済投資

経済活動
の重視

国家・国際戦略地方開発戦略コミュニティ
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3-1. 地方開発戦略とコミュニティのつながり

Social Capital（社会関係資本）
社会関係を資本として認識
資本＝経済開発
コミュニティの価値観に基づくコンテクスト（生存維持）とのすれ違い

市民社会(Civil society)
概念の上では、NGO, CBO(住民組織)、メディア、組合など多岐に渡
るが、実態においては、NGO偏重
NGOの都市(Dar es Salaam, Zanzibar, Arusha, 
Kilimanjaro)偏重、「貧困」地域少
伝統的・現代的住民組織なども内包した市民社会

参加型開発
プロジェクトやプログラムにおけるファシリテーターを通じた「参加型」
参加型貧困分析
O&OD (Opportunity & Obstacles for Development)
歌や劇を利用した参加型開発の可能性
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3-2. 今後の研究課題

タンザニア内において「貧しい」とみなされて
いる地域のコミュニティ・人々の視点から見
た
地方開発戦略

「参加型手法」、ファシリテーター

「市民社会」

を再吟味することによって、コミュニティの視
点から見た地方開発戦略の具体的な可能
性と課題を提示


